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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正五角形を単位面とする十二面体でなり、単位面の各々が、それぞれ環状磁気ギャップ
を形成する複数の平板状磁気回路と、単位面の正五角形の外形を有しその面内に複数の磁
気回路を保持するフレームと、それぞれ磁気ギャップのおのおのと対応して形成され隣接
同士で接続線により順次接続された複数の円形のボイスコイルと、単位面の正五角形の外
形を有し複数のボイスコイルを磁気ギャップのそれぞれに対峙させて担持する振動板とで
なり、各単位面のボイスコイルの接続の終点を隣接の単位面のボイスコイルの始点に橋絡
線を介して接続して全十二面のボイスコイルを直列に接続することを特徴とする無指向性
スピーカ。
【請求項２】
　磁気回路の磁気ギャップとボイスコイルとは、それぞれ、正五角形単位面の中心と、各
頂点と中心を結ぶ線の中央とに同心に配置した６個でなることを特徴とする、請求項１記
載の無指向性スピーカ。
【請求項３】
　十二面体の各単位面は、磁気回路を保持するフレームにボイスコイルを担持する振動板
を一体にしてなることを特徴とする、請求項１記載の無指向性スピーカ。
【請求項４】
　十二面体は、磁気回路を保持するフレームでなる単位面で構成され、ボイスコイルを担
持する振動板で覆われてなることを特徴とする、請求項１記載の無指向性スピーカ。



(2) JP 5213802 B2 2013.6.19

10

20

30

40

50

【請求項５】
　少なくともボイスコイルを担持する振動板は、全単位面の展開状態において、一辺のみ
で隣接単位面と連接する１番目と１２番目以外の単位面同士を二辺で連接され、全単位面
のボイスコイルが、一対の信号線の一方を１番目の単位面の第１のボイスコイルの円周方
向に２分した一方の始端に接続し、以後第２から第６のボイスコイルの２分した一方ずつ
を一対の接続線の一方で順次接続し、第６のボイスコイルの２分した一方の終端を、１番
目と２番目の単位面間の連接辺をまたぐ一対の橋絡線の一方を介して２番目の単位面の第
７のボイスコイルの２分した一方の始端に接続し、同様にして２番目の単位面の第７のボ
イスコイルから１２番目の単位面の第７１のボイスコイルの２分した一方の始端まで順次
一対の接続線の一方で接続し、第７１のボイスコイルの２分した一方の終端をＣ字状の第
７２のボイスコイルの一端に接続して接続を折り返させ、第７２のボイスコイルの他端を
第７１のボイスコイルの２分した他方の始端に接続し、以後、第７１から第１までのボイ
スコイルの２分した他方を順次一対の接続線の他方と一対の橋絡線の他方とを介して接続
し、第１のボイスコイルの２分した他方の終端を、一対の信号線の他方に接続して、一筆
書きパターンでなることを特徴とする、請求項２記載の無指向性スピーカ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　無指向性スピーカの理想である点音源は小型球音源で近似され、球音源自体は多角形の
単位面による多面体音源によって近似される。本発明は実利性より見て多面体として正五
角形を単位面とする十二面体を選択し、十二面の振動板をそれぞれ全面駆動し得る小型の
無指向性スピーカに関する。
【背景技術】
【０００２】
　理想的な点音源の近似を目指すスピーカ或いはスピーカユニットにとって、無指向性で
あることと小型であることは必須の要件であり、特に、本発明者の一人が先に特願２００
９－０８８９４６において提案した「全面駆動スピーカ」は小型かつ薄型であるため、振
動板表面に対し多数をもって高密度に配列可能なスピーカユニットを提供するものであり
、多面体に適用して小型の無指向性スピーカの実現に有用である。一方、球音源を近似す
る多面体として極端に面数を増やすことを考えても、理論的には球形を近似することとな
っても、実際の製造面では技術的な問題やコスト上の問題が多く、実用に適しない。逆に
最小の単位面として三角形を選んでも、例えば上記の高密度配列型スピーカユニットを採
用する場合、使用可能なユニット数が限られ、充填度が落ちるので不適である。これら種
々の点より見て、従来汎用されている、単位面を正五角形とする十二面体を採用すること
が有利である。
【０００３】
　十二面体で球音源を近似する従来の無指向性スピーカには、大別して次の３種が見られ
る。その（一）は、五角形の単位面をバッフル板とみなしてそこに一つのスピーカユニッ
トを取付けたものであり、（二）は五角形の単位面に振動板としてフィルムを張り、その
内面からボイスコイルと円形磁気回路で駆動するもの、そして（三）は、単位面にフィル
ムではなくエッジつきの弾性振動板を張り、内面からボイスコイルと円形磁気回路で駆動
するもの、である。
【０００４】
　これら従来のスピーカには次のような問題がある。（一）の場合、スピーカユニットの
外周円は単位面五角形の内接円をなすか、或いはそれより小径の円であり、この円より外
の五角形の残り部分は駆動されない領域として残り、また、個々の単位面におけるスピー
カユニットの指向特性が全体の特性に反映されることとなり、したがって小型化と無指向
性化の双方とも実現できない。
【０００５】
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　（二）及び（三）の場合、単位面内部の空間の制約のため磁気回路と振動系には全高制
限があり、そのため大口径のボイスコイルの使用ができない。したがって振動板の駆動は
中央領域に限定され、ピストン振動を可能とする領域は狭くなる。また、（二）、（三）
の場合の振動モードは分割振動が出易く、その場合、スピーカの外形は無指向性であって
も指向性を持ってしまい、球音源近似の音源としての品質は落ちてしまう。
【０００６】
　結局、これら（一）から（三）のいずれの場合も、無指向性の球音源といえる程度に小
型化され、充分なピストン振動領域を持つスピーカは実現されていない。更に、いずれの
場合にも、１２個の五角形単位面内に納めたスピーカ要素を個別に組立て、それらを十二
面体に組み上げつつその内側で配線接続する必要があり、製造が煩雑でコスト高となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－３１１３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、解決すべき課題として、単位面の振動板のそれぞれに複数の小型かつ薄型の
スピーカユニットを配列して全面駆動を行うことにより分割振動を排除し、ピストン振動
を可能とした、正五角形の単位面による十二面体で球音源を近似する小型の無指向性スピ
ーカを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による請求項１記載の無指向性スピーカは、正五角形を単位面とする十二面体で
なり、単位面の各々が、それぞれ環状磁気ギャップを形成する複数の平板状磁気回路と、
単位面の正五角形の外形を有しその面内に複数の磁気回路を保持するフレームと、それぞ
れ磁気ギャップのおのおのと対応して形成され隣接同士で接続線により順次接続された複
数の円形のボイスコイルと、単位面の正五角形の外形を有し複数のボイスコイルを磁気ギ
ャップのそれぞれに対峙させて担持する振動板とでなり、各単位面のボイスコイルの接続
の終点を隣接の単位面のボイスコイルの始点に橋絡線を介して接続して全十二面のボイス
コイルを直列に接続することを特徴とする。
　請求項２の本発明は、請求項１記載の無指向性スピーカにおいて、磁気回路の磁気ギャ
ップとボイスコイルとが、それぞれ、正五角形単位面の中心と、各頂点と中心を結ぶ線の
中央とに同心に配置した６個でなることを特徴とする。
　請求項３の本発明は、請求項１記載の無指向性スピーカにおいて、十二面体の各単位面
が磁気回路を保持するフレームにボイスコイルを担持する振動板を一体にしてなることを
特徴とする。
　請求項４の本発明は、請求項１記載の無指向性スピーカにおいて、十二面体が磁気回路
を保持するフレームでなる単位面で構成され、ボイスコイルを担持する振動板で覆われて
なることを特徴とする。
　請求項５の本発明は、請求項２記載の無指向性スピーカにおいて、少なくともボイスコ
イルを担持する振動板が、全単位面の展開状態において、一辺のみで隣接単位面と連接す
る１番目と１２番目以外の単位面同士と二辺で連接され、全単位面のボイスコイルが、一
対の信号線の一方を１番目の単位面の第１のボイスコイルの円周方向に２分した一方の始
端に接続し、以後第２から第６のボイスコイルの２分した一方ずつを一対の接続線の一方
で順次接続し、第６のボイスコイルの２分した一方の終端を、１番目と２番目の単位面間
の連接辺をまたぐ一対の橋絡線の一方を介して２番目の単位面の第７のボイスコイルの２
分した一方の始端に接続し、同様にして２番目の単位面の第７のボイスコイルから１２番
目の単位面の第７１のボイスコイルの２分した一方の始端まで順次一対の接続線の一方で
接続し、第７１のボイスコイルの２分した一方の終端をＣ字状の第７２のボイスコイルの
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一端に接続して接続を折り返させ、第７２のボイスコイルの他端を第７１のボイスコイル
の２分した他方の始端に接続し、以後、第７１から第１までのボイスコイルの２分した他
方を順次一対の接続線の他方と一対の橋絡線の他方とを介して接続し、第１のボイスコイ
ルの２分した他方の終端を、一対の信号線の他方に接続して、一筆書きパターンでなるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　複数の、望ましくは６個の、小型で薄型のスピーカユニットを十二面体の正五角形の各
単位面における振動板について高密度で配列可能とすることによって、振動板の全面駆動
が可能となり、使用帯域における分割振動を容易に排除でき、その結果、十二面の振動板
が広帯域でピストン振動を遂行可能となり、高品質で広帯域の、球音源を近似する無指向
性スピーカを実現可能とする。
【００１１】
　薄型のスピーカユニットの使用によって各単位面の奥行き寸法を減少させ、全体として
顕著に小型化された十二面体スピーカの実現が可能となると同時に、超高音域用としての
小型十二面体が実現され得る。
【００１２】
　ボイスコイルを十二面連続の単位面を成す振動板上に一筆書きパターンでプリント配線
によりフレキシブルコイルとして形成したものを使用すれば、単位面の十二面体内側にお
ける配線接続作業が不要となり、十二面体を形成する磁気回路付フレームの上に振動板を
貼り付けるか、振動板と磁気回路を一体の単位体とした場合はその十二面体を組み立てれ
ば、接続作業を含む全てが完了する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は本発明の実施例による正五角形を単位面とする十二面体に訂正された無指
向性スピーカの斜視図である。
【図２】図２の（Ａ）は図１の実施例における十二面体の単位面の、磁気回路のある内方
側の平面図、（Ｂ）はその側面図である。
【図３】図３は図１の実施例における十二面体に採用される展開図であり、本来振動板で
隠されて、正五角形の各単位面内に６個ずつ配置されるボイスコイルは、その接続態様を
明示するために実線で表される。
【図４】図４は本発明で使用する小型で薄型のスピーカユニットの構成原理を示すもので
、（Ａ）は複数個連接される磁気ギャップ、（Ｂ）はこれに対応して連接されるボイスコ
イル、（Ｃ）は磁気ギャップとボイスコイルの組み合わせ状態を、それぞれ示す。
【図５】図５は、図１の実施例における十二面体の単位面を構成するスピーカユニットを
各要素に分解して示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明においては、前述の先発明「全面駆動スピーカ」の小型で薄型のスピーカユニッ
トを、図１ないし３に示すように正五角形が単位面となる十二面体とどのように組み合わ
せ、使用するかが本発明の主題となるが、本発明の実施例においてこれを解明する前に、
この全面駆動用スピーカユニットの構成の概略を図４を用いて説明する。
【００１５】
　図４において（Ａ）は連接配列した複数の円形磁気ギャップＭＧであり、二重円の外側
は平板状の磁石又はヨークの円形孔を、内側の同心円は平板状のポールピース又は磁石を
表す。（Ｂ）は磁気ギャップＭＧに対応する複数の、例えば銅線でなる円形ボイスコイル
ＶＣであり、左端のボイスコイルをＣ字状とする以外は全コイルを上下の半部ずつに分け
、隣接するコイルの上半部は上半部同士、下半部は下半部同士を一対の平行銅線による接
続線を介して右端から左端の手前まで接続し、左端手前の接続線を左端のＣ字状コイルの
両端に接続する。つまり、右端コイルの右端の接続線の一方から順次上下半部の一方をた
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どって左端のＣ字状コイルでＵターンした後、上下半部の他方を順次たどって右端の接続
線の他方に至るまで、いわゆる一筆書きパターンによって全ボイスコイルは直列に接続さ
れる。右端の接続線は信号入出力線として使用される。（Ｃ）は上記の磁気ギャップＭＧ
の列とボイスコイルＶＣの列を対峙させた状態を表す。実際には、ボイスコイルＶＣは例
えばＰＩフィルムでなる振動板上にプリント配線され、不織布を介在させて磁気ギャップ
ＭＧ上に置き、振動板周辺をフレームに接着してスピーカユニットとする。
【００１６】
　上記の構成によって、本発明に用いる全面駆動型スピーカユニットは面積あたりのボイ
スコイルの有効線長が大幅に伸び、複数の小型で薄手の磁気回路とボイスコイルの組合せ
によって振動板の面積や形状の自由度が大きくなり、全体の厚さが充分に抑えられる。
【実施例１】
【００１７】
　前述したように、本発明による実施例では球音源を近似するものとして、スピーカユニ
ットの充填度を高く保てる正五角形を単位面とする十二面体を採用し、図１にその斜視図
を示す。表面を振動板１とする正五角形の単位面１０の各々は、その中心に１個と、中心
と五角形の各頂点を結ぶ線上に５個と、計６個の円形ボイスコイルＶＣを担持する。単位
面１０の内面側は、図２の（Ａ）に示すように磁気回路５、６が形成する６個の環状磁気
ギャップＭＧが、ボイスコイルＶＣと同心関係で対峙する。単位面１０を成すスピーカユ
ニットの構成の詳細は図５について後述する。
【００１８】
　十二面体は図３に示す展開図形態の単位面で形成される。十二面体の展開図には五角形
の配列についていくつかの種類が在るが、直線状に最も近いものとしてほぼＳ字状の展開
図、すなわち、両端の五角形は一辺のみで、他の五角形は二辺において、それぞれ隣接す
る五角形と接合する図３の展開図が、合計７２個のボイスコイルを次々と、図４について
述べた一筆書きパターンで直列接続することを意図した場合に採用して便宜である。
【００１９】
　ボイスコイルＶＣ－１～ＶＣ－７２は次のように接続される。一対の信号線の一方ＳＬ
－１を１番目の単位面１０の振動板１－１上の第１のボイスコイルＶＣ―１の円周方向に
２分した一方の始端に接続し、第２から第６のボイスコイルＶＣ－６の２分した一方ずつ
を一対の接続線ＣＬの一方で順次接続し、第６のボイスコイルＶＣ－６の２分した一方の
終端を、１番目と２番目の単位面の振動板１－１と１－２の間の接合辺をまたぐ一対の橋
絡線ＢＬの一方を介して、２番目の振動板１－２上の第７のボイスコイルＶＣ－７の２分
した一方の始端に接続し、同様の接続を反復して２番目の振動板１－２の第７のボイスコ
イルＶＣ－７から最後の１２番目の振動板１－１２の第７１のボイスコイルＶＣ－７１の
２分した一方の始端まで順次一対の接続線の一方で接続し、第７１のボイスコイルＶＣ－
７１の２分した一方の終端を、２分せずにＣ字状とした最後の第７２のボイスコイルＶＣ
－７２の一端に接続して接続を折り返させ、第７２のＣ字状ボイスコイルＶＣ－７２の他
端を第７１のボイスコイルＶＣ－７１の２分した他方の始端に接続し、以後、第７１から
第１までのボイスコイルＶＣ－７１～ＶＣ－１の２分した他方を、順次、一対の接続線Ｃ
Ｌの他方と一対の橋絡線ＢＬの他方とを介して接続し、第１のボイスコイルＶＣ－１の２
分した他方の終端を、一対の信号線ＳＬの他方に接続して、十二面の振動板１－１～１－
１２の全てのボイスコイルＶＣ－１～ＶＣ－７２を１ターンのコイルとして直列に接続す
ることとなる。図３の展開図はこのように全１２個の単位面１０が含む全７２個のボイス
コイルを直列に接続した十二面の振動板を示す。
【００２０】
　十二面のボイスコイルＶＣ－１～ＶＣ－７２は、図３の展開図のパターンをもって例え
ばＰＩフィルムでなる振動板表面にプリント配線され、十二連のコイル一体型で全面駆動
型の振動板１－１～１－１２が形成され、図５の分解拡大断面図に示す各単位面１０の構
成をもって平板状の磁気回路ＭＣと組み合わされ、各単位面１０において６個の円形ボイ
スコイルＶＣと６個の環状磁気ギャップＭＧが、図４（Ｃ）について述べたようにそれぞ
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れ同心状に対峙する。
【００２１】
　平板型の磁気回路ＭＣは内磁型または外磁型のいずれでも良く、各正五角形単位面１０
の中心と中心及び各頂角の中間点とに配置した６個の円盤状の磁心又はセンターポール５
と、これらの各々を同心に収容する６個の丸穴を有するヨーク板又は磁石板６とで６個の
環状の磁気ギャップＭＧが形成される。図５では６個のボイスコイルＶＣと６個の磁気ギ
ャップＭＧは、いずれも直線状に展開して示される。磁気ギャップＭＧの開口側に、望ま
しくは例えば不織布４を当接させ、五角形の各縁辺にフレーム３を載置し、その上面に、
ボイスコイルＶＣを担持する振動板１を貼り付けて、単位面１０が形成される。単位面１
０の各辺の側面は、振動板１側を表面としてその延長戦に対し１１６．６度の角度で面取
りされ、十二面体の作成を容易にする。五角形の単位面１０の一辺の長さを２０ｍｍ前後
、磁気ギャップの径を８．８～６．５ｍｍ、磁気回路の高さを２ｍｍ程度とし、振動板の
振幅を加えて全高を２．５ｍｍ程度とするが、更に小型にすることも可能である。磁気ギ
ャップの径を更に小型にすれば、各単位面に対するスピーカユニットの数、つまり駆動点
数を増やすこともできる。
【００２２】
　なお、単位面１０として磁気回路ＭＣとフレーム３のみを一体化したもので十二面体を
作成した後、その表面に図３の展開図の状態の振動板を貼り付けても良い。また、十二面
体の展開図パターンは図３のものに限定されることなく、他の類似或いは近似パターンも
採用し得る。要は、隣接単位面間の連接辺をまたぐ橋絡線を介して全十二面のボイスコイ
ルを一筆書きで直列接続し、なお容易に十二面体に組み立て得るパターンであればよい。
【符号の説明】
【００２３】
１０　　単位面
ＶＣ　　ボイスコイル
ＶＣ－１～ＶＣ－７２　　第１のボイスコイル～第７２のボイスコイル
ＣＬ　　接続線
ＢＬ　　橋絡線
ＳＬ－１　　信号線
ＳＬ－２　　信号線
ＭＧ　　磁気ギャップ
ＭＣ　　磁気回路
１　　　振動板
１－１～１－１２　　１番目の振動板～１２番目の振動板
３　　　フレーム
４　　　不織布
５　　　磁心又はセンターポール
６　　　ヨーク板又は磁石板
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